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◆◆ 2第16号

　

今
回
の
「
研
究
所
便
り
」
の
表
紙
に
は
、
白
川

静
博
士
揮
毫
の
色
紙
「
天
下
事
不
在
多
言
（
天
下

の
事
は
多
言
に
在
ら
ず
）」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
白

川
先
生
を
顧
問
と
し
て
組
織
さ
れ
た
本
学
の
中
国

芸
文
研
究
会
が
一
九
八
六
年
八
月
二
八
日
に
臨
時

大
会
を
開
催
し
た
お
り
、
参
加
会
員
の
記
念
と
し
て
先
生
が
甲
骨
文
字
で
揮

毫
さ
れ
た
も
の
で
、
筆
者
が
頂
い
た
色
紙
で
あ
る
。
三
行
の
甲
骨
文
字
に
続

い
て
、
行
草
書
で
釈
文
を
付
し
、「
録
兪
樾
句
（
兪ゆ

樾え
つ

の
句
を
録
す
）」
と
出

典
を
示
さ
れ
た
。
先
生
は
書
幅
や
色
紙
な
ど
の
揮
毫
が
稀
で
あ
り
、
ま
た
甲

骨
文
字
に
よ
る
書
も
こ
の
時
が
最
初
で
あ
る
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。
拝
受
し

て
よ
り
、
額
装
に
し
て
寒
室
に
掛
け
三
十
五
年
余
に
な
る
。

　
「
天
下
事
不
在
多
言
」
と
は
、
世
間
万
事
は
、
あ
あ
だ
の
、
こ
う
だ
の
と
論

じ
る
必
要
は
な
く
、
行
為
こ
そ
が
肝
腎
で
あ
る
と
の
意
味
と
理
解
し
て
き
た
。

出
典
に
示
さ
れ
た
兪
樾
は
、
明
治
の
日
本
の
漢
学
界
に
も
令
名
高
い
清
末
の

大
学
者
で
あ
る
。彼
の
撰
著
を
調
べ
る
と
、こ
の
一
句
は
、『
春
在
堂
楹え

い

聯れ
ん

録
存
』

の
「
楹
聯
附
録
」
中
「
集
唐
碑
」
に
見
え
た
。「
楹
聯
」
は
、
柱
に
掲
げ
る
た

め
の
対
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
句
で
、前
の
句
は
「
山
中
人
惟
知
自
楽
（
山

中
の
人
の
み
惟
だ
自
ら
楽
し
む
を
知
る
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
楹

聯
と
し
て
は
、
自
然
に
包
ま
れ
て
山
間
に
日
々
を
送
る
人
だ
け
が
生
の
楽
し

み
を
知
る
の
で
あ
っ
て
、
俗
世
の
諸
事
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
を
要
せ
ず

と
も
、
究
極
の
真
理
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
な

る
か
と
思
う
。
陶
淵
明
の
「
飲
酒
」
詩
中
の
有
名
な
「
此
の
中
に
真
意
有
り
、

弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
已す

で

に
言
を
忘
る
」
に
似
た
境
地
を
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

は
な
は
だ
飛
躍
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
目
下
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
で
キ
ャ
ン

プ
が
流
行
す
る
の
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
が
行
き
交
う
現
実
世
界
か
ら
離
れ
、

「
山
中
人
惟
知
自
楽
」の
境
界
に
一
時
で
も
身
を
置
き
た
い
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
「
多
言
」
が
求
め
ら
れ
、
学
術
に
お
い
て
そ
の
必
要

が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
昨
年
の
小
誌
上
に
「
当
研
究
所
の
こ
の

一
年
間
の
活
動
も
計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
か
ら
は
新
た
な

五
カ
年
計
画
を
た
て
、
困
難
な
情
況
の
な
か
で
、
よ
り
良
き
成
果
を
挙
げ
て

ゆ
き
た
く
期
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
「
新
た
な
五
カ
年
計
画
」

は
二
〇
二
二
年
度
か
ら
に
延
期
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
度
は
、
既
存
計
画
の
継

続
と
な
り
、
本
誌
に
報
告
し
た
と
お
り
の
研
究
と
文
化
事
業
に
お
い
て
諸
活

動
を
行
っ
た
。
御
一
読
あ
っ
て
当
研
究
所
へ
の
御
理
解
を
深
め
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
来
年
度
か
ら
の
「
新
た
な
五
カ
年
計
画
」
は
改
め
て
策
定
中

で
あ
る
が
、
新
年
度
以
降
も
大
い
に
「
多
言
」
を
も
っ
て
、
研
究
と
文
化
の

事
業
の
両
面
に
成
果
を
発
信
し
て
ゆ
き
た
い
。
一
層
の
御
支
援
を
御
願
い
申

し
上
げ
る
。

（
立
命
館
大
学
特
任
教
授
）

白
川
静
博
士
揮
毫
の
色
紙

　
「
天
下
事
不
在
多
言
」所　

長　

芳
村 

弘
道
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二
〇
二
一
年
度
を
締
め
く
く
る
「
立
命
館
土
曜
講
座
」
を
当
研
究
所
が
引
き
受
け
、

第
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
日
中
韓
漢
籍
研
究
」
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
。
文
献
学
の
見

地
か
ら
、
漢
籍
だ
け
で
な
く
、
和
書
の
古
典
籍
に
つ
い
て
も
一
般
の
方
々
の
理
解
を

深
め
て
頂
こ
う
と
企
画
し
、
本
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
和
漢
書
の
貴
重
本
・
貴
重
資

料
を
紹
介
す
る
内
容
と
し
た
。
講
座
の
テ
ー
マ
は「
和
漢
の
書
香
」と
し
、副
題
に「
立

命
館
大
学
所
蔵
和
漢
貴
重
本
の
紹
介
」
と
加
え
た
。
三
月
五
日
の
「
立
命
館
土
曜
講

座
」
第
三
三
五
三
回
は
、川
崎
佐
知
子
研
究
員
が
担
当
し
、翌
週
は
芳
村
が
担
当
し
た
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
疫
情
に
鑑
み
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
た
。

　

川
崎
研
究
員
の
講
座
は
、「
西
園
寺
文
庫
の
「
御
会
集
」」
と
題
し
、
左
記
の
よ
う

な
概
要
で
あ
っ
た
。

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
は
、
西
園
寺
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
類
を

基
盤
と
す
る
蔵
書
群
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
江
戸
時
代
の
天
皇
や
上
皇
が

主
催
し
た
和
歌
御
会
の
記
録
「
御
会
集
」
が
ま
と
ま
っ
た
数
存
在
し
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
に
よ
り
政
治
へ
の
関

与
を
抑
止
さ
れ
た
朝
廷
で
は
、
学
問
と
し
て
の
和
歌
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

正
月
の
御
会
始
、
七
夕
、
重
陽
な
ど
の
年
中
行
事
的
な
御
会
に
お
い
て
は
、
定

め
ら
れ
た
題
を
廷
臣
が
詠
み
、懐
紙
に
清
書
し
た
。
稽
古
の
た
め
に
毎
月
決
ま
っ

た
日
に
執
り
行
わ
れ
る
月
次
御
会
で
は
、
予
め
触
れ
ら
れ
た
題
を
詠
む
兼
日
や
、

当
日
に
題
を
探
っ
て
詠
む
当
座
な
ど
が
も
よ
お
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
、「
い
つ（
日

時
）」「
誰
が
（
主
催
）」「
何
の
た
め
に
（
目
的
）」「
ど
の
よ
う
に
し
て
（
役
者
・

参
加
者
・
歌
題
・
和
歌
）」
実
施
さ
れ
た
の
か
を
記
し
た
の
が
「
御
会
集
」
で
あ
る
。

個
々
の
作
者
が
自
筆
で
書
い
た
詠
草
（
草
稿
）
や
懐
紙
、
短
冊
な
ど
に
比
べ
れ

ば
、
資
料
と
し
て
の
希
少
性
に
は
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
勅
撰
和

歌
集
」
が
編
纂
さ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
こ
の
こ
ろ
、「
御
会
集
」
は
堂
上
歌
人

の
和
歌
活
動
の
体
系
的
把
握
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
の
清
華
家
・

西
園
寺
家
の
お
も
か
げ
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

芳
村
は
、「
立
命
館
大
学
所
蔵
の
漢
籍
貴
重
本
」
と
題
し
て
講
師
を
務
め
た
。
そ
の

内
容
の
概
略
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

立
命
館
大
学
が
所
蔵
す
る
漢
籍
の
古
書
（
巻
軸
や
糸
綴
じ
本
な
ど
、
東
洋
古
来
の

装
訂
に
な
る
書
籍
）
も
相
当
数
あ
り
、
そ
れ
ら
は
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
・
人
文

系
文
献
資
料
室
（
旧
文
学
部
文
献
資
料
室
）・
修
学
館
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
一
九
八
四
年
に
『
立
命
館

大
学
図
書
館
漢
籍
分
類
目
録
』、
つ
い
で
八
六
年
に
『
立
命
館
大
学
漢
籍
分
類
目
録
』

を
編
纂
し
た
こ
と
が
あ
る
。
後
者
は
、
当
時
の
大
学
全
体
の
漢
籍
を
網
羅
し
た
目
録

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
四
〇
年
近
く
の
間
に
購
入
、
寄
贈
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
大

学
所
蔵
の
漢
籍
は
充
実
し
た
。
本
学
の
所
蔵
本
に
は
、「
天
下
の
孤
本
」
と
い
う
べ
き

明
代
出
版
の
戯
曲
書
な
ど
、
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
残
念
な
こ
と

に
、
今
ま
で
一
般
の
方
々
に
紹
介
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
、

初
め
て
そ
の
一
部
分
を
取
り
あ
げ
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
精
選
し
た
善
本
の

画
像
を
示
し
て
解
説
し
、
魅
力
あ
る
漢
籍
の
世
界
に
誘
っ
た
。

　

こ
の
「
立
命
館
土
曜
講
座
」
に
合
わ
せ
て
、
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
に
お
い
て

和
漢
の
貴
重
本
の
展
示
を
、こ
れ
も「
和
漢
の
書
香
」と
題
し
て
開
催
し
た（
二
〇
二
二

年
三
月
四
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
）。
主
な
展
示
本
・
資
料
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

【
和
書
の
部
】

『
新
院
御
会
部
類
集
』、『
天
和
三
年
四
月
廿
二
日
道
之
御
灌
頂
畢
竟
御
会
』、『〔
天
和
二
・

三
年
御
会
〕』、『
公
宴
享
保
八
年
』、『
宝
暦
九
年
御
会
』、『
元
禄
十
六
年
仙
洞
御
法
楽

御
当
座
』、『
元
文
五
年
八
月
二
十
日
京
極
中
納
言
殿
五
百
回
忌
追
善
』、『
延
宝
六
年

飛
鳥
井
歌
会
始
』、『
太
政
大
臣
公
相
五
百
回
忌
追
善
和
歌
』。

【
漢
籍
の
部
】

康
有
爲
手
識
本
『
新
学
偽
経
考
弁
』、宋
版
『
錦
繍
万
花
谷
』、五
山
版
『
景
徳
伝
灯
録
』、

明
万
暦
刊
五
色
套
印
本
『（
劉
氏
）
文
心
雕
龍
』、清
康
熙
殿
版
『
詞
譜
』、明
万
暦
刊
『
元

曲
選
』、
明
万
暦
金
陵
唐
振
吾
刊
『（
鐫
新
編
全
像
）
邯
鄲
夢
記
』、
民
国
拓
本
『
故
闕

特
勤
碑
』、清
陸
心
源
手
校
鈔
本
『
政
経
・
心
経
』、唐
鈔
本
古
筆
切
れ
『
李
善
注
文
選
』、

王
国
維
・
吉
川
幸
次
郎
旧
蔵
本
清
嘉
慶
刊
『
国
朝
詞
雅
』。

「
和
漢
の
書
香
」
―
「
立
命
館
土
曜
講
座
」
と

平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
で
の
和
漢
貴
重
本
展
示
―

所　
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芳
村 

弘
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立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
は
、
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字

文
化
研
究
所
が
、
東
洋
文
字
文
化
の
分
野
に
お
け
る
有
為
な
人
材
を
奨
励
支
援
す
る

た
め
に
、
功
績
の
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体
の
業
績
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
日
本
社
会
・
文
化
の
継
承
と
発
展
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に

本
賞
の
制
定
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
度
も
全
国
よ
り
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
三
名
の
方
の

受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
二
〇
二
一
年
六
月
二
六
日
（
土
）
に
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
平
井
嘉
一
郎
記

念
図
書
館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
て
、
仲
谷
善
雄
総
長
臨
席
の
も
と
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
大
槻
信
氏
、
阿
部
卓
也
氏
、
松
川
雅
信
氏
の
皆
様
に
は
、
受

賞
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
ご
自
身
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
理
由

　

古
辞
書
は
、
日
本
語
史
研
究
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
史
研
究

が
現
代
語
の
理
論
研
究
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
の
中

で
、
古
辞
書
の
資
料
性
を
十
分
に
理
解
し
、
適
切
に
研
究
に
利
用
で
き
る
研
究
者
は

減
少
し
て
い
る
。
単
著
『
平
安
時
代
辞
書
論
考
―
辞
書
と
材
料
―
』
は
、
古
辞
書
を

利
用
す
る
日
本
語
学
・
日
本
文
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
必
読
の
書
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
第
一
部
は
「
概
論
」
だ
が
、
一
つ
一
つ
の
論
証
が
、
大
槻
氏
の
こ
れ
ま
で
の

厚
い
研
究
の
蓄
積
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
初
学
者
向
け
の
解
説
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
部
の
「
各
論
」
で
は
、「
辞
書
と
材
料
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
事
実
の
意
味
を
的
確
に
把
握
し
、
一
般
化
し
よ
う
と
試
み
た
論
考
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
辞
書
史
研
究
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
で
、
辞
書
史
研
究

を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
論
文
「『
新
撰
字
鏡
』
の
編

纂
過
程
」
に
も
通
じ
る
。『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』
は
、
諸
本
比
較
も
含
め
た
詳

細
な
解
題
で
あ
り
、
大
槻
氏
の
文
献
の
扱
い
の
確
か
さ
も
十
分
確
認
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

受
賞
者
の
声

　

こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ
る
東
洋
文
字
文
化
賞
を
た
ま
わ
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
い
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
の
精
進
が
必
要
で
あ
る
と
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
回
、
授
賞
の
対
象
に
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
主
に
日
本

の
古
辞
書
に
関
わ
る
研
究
で
す
。
中
心
と
な
る
拙
著
『
平
安
時
代
辞
書
論
考
―
辞
書

と
材
料
―
』
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。
辞
書
は
基
本
的
に
何
ら
か
の
材
料
に
基

づ
い
て
、
多
く
の
場
合
、
先
行
の
辞
書
類
を
材
料
と
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書

で
は
、
主
と
し
て
、
平
安
時
代
の
三
つ
の
辞
書
（『
新
撰
字
鏡
』『
倭
名
類
聚
抄
』『
類

聚
名
義
抄
』）
を
取
り
上
げ
、
辞
書
と
材
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
古
辞
書
は
、
そ
の
あ
り
方
の
根
本
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
材
料
に
よ

る
制
約
を
受
け
る
」
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
個
別
の
現
象
と
考
え
ら
れ

て
き
た
様
々
な
古
辞
書
に
見
ら
れ
る
不
統
一
を
、
材
料
と
の
関
わ
り
か
ら
、
一
般
的
・

統
一
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
関
し
て
は
、
字
書
を
多
く
残
さ
れ
た
白
川
先
生
の
名
前
に
ち
な
ん

第
十
五
回
立
命
館
白
川
静
記
念

東
洋
文
字
文
化
賞
の
選
考
結
果
に
つ
い
て

〈
第
十
五
回
〉
二
〇
二
〇
年
度
募
集
分

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
優
秀
賞

大
槻　
　

信

�

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

教
授
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だ
賞
を
、
古
辞
書
の
研
究
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
格
別
の
喜
び
が

あ
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
賞
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
今
後
も
研
鑽
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

受
賞
理
由

　

写
真
植
字
は
我
が
国
の
印
刷
文
化
、
殊
に
文
字
組
版
に
お
い
て
一
時
代
を
築
い

た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
複
数
の
カ
ラ
ー
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
文
字
組

版
に
お
い
て
印
刷
文
化
を
支
え
た
の
が
今
回
の
論
文
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
「
写

真
植
字
」（
以
下
、
写
植
）
で
あ
る
。
論
文
「
写
真
植
字
の
「
発
明
」」
を
め
ぐ
っ
て

（
上
）：
石
井
茂
吉
と
森
澤
信
夫
の
実
践
一
九
二
三
－
一
九
三
三
」
は
、
文
字
組
版
が

金
属
活
字
に
よ
る
活
版
印
刷
が
主
流
で
あ
っ
た
一
九
二
三
年
、
森
澤
信
夫
（
株
式
会

社
モ
リ
サ
ワ
の
創
設
者
）の
ひ
ら
め
き
か
ら
写
真
の
仕
組
み
と
写
植
機
が
発
案
さ
れ
、

そ
の
後
、
石
井
茂
吉
（
株
式
会
社
写
研
の
創
設
者
）
と
共
同
し
て
実
用
化
に
至
る
ま

で
の
論
考
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
天
才
肌
の
森
澤
と
学
者
肌
の
石
井
の
対
比

や
、
写
植
機
に
搭
載
す
る
漢
字
選
択
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
漢
字
廃
止
論
の
よ
う
な

国
字
問
題
等
々
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
論
文
「「
ナ
ー
ル
」「
ゴ
ナ
」
あ
る
い

は
大
衆
文
化
の
中
の
文
字
」
の
「
ナ
ー
ル
」
と
「
ゴ
ナ
」
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

一
九
八
〇
年
代
に
ポ
ス
タ
ー
や
雑
誌
な
ど
に
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ
た
新
し
い
写
植

書
体
で
あ
る
。
そ
れ
を
設
計
し
た
中
村
征
宏
氏
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
論

文
「
写
真
植
字
の
普
及
と
杉
浦
康
平
の
実
践
：
一
九
六
〇
年
前
後
の
日
本
語
組
版
に

お
け
る
文
字
組
み
規
範
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
写
植
全
盛
時
代
、
写
植
と
い
う

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
背
景
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
杉

浦
康
平
氏
が
我
が
国
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
新
た
な
観
点
を
交
え
た
、
示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

受
賞
者
の
声

　

こ
の
度
は
、
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
教
育
普
及
賞
と

い
う
大
変
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

私
の
研
究
主
題
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦
康
平
と
、
写
植
と
い

う
技
術
装
置
へ
の
分
析
を
通
じ
て
、
戦
前
か
ら
の
日
本
の
文
字

文
化
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
を
読
み
直
す
、
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
そ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
論
、
メ
デ
ィ
ア
論
、
文
字

論
と
い
う
三
領
域
を
架
橋
で
き
る
問
題
設
定
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
今

回
、
文
字
論
の
分
野
か
ら
評
価
を
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
当
に
喜
び
に
堪
え

ま
せ
ん
。

　

杉
浦
康
平
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
時
代
の
中
で
白
川
文
字
学
と
も
深
く
響
き
合
っ
て
き

ま
し
た
。
杉
浦
の
デ
ザ
イ
ン
で
知
ら
れ
る
『
我
が
解
体
』（
高
橋
和
巳
著
、一
九
七
一
）

に
は
「
Ｓ
先
生
」
と
し
て
白
川
静
が
登
場
し
ま
す
し
、
杉
浦
が
企
画
し
た
写
研
の
記

念
刊
行
物
『
文
字
の
宇
宙
』（
一
九
八
五
）
は
、
白
川
静
の
「
文
字
は
、
神
話
と
歴

史
の
接
点
に
立
つ
」
と
い
う
序
文
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
白
川
静
先
生
の
名
を
冠
し
た
、
格
式
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
一
層
の
努
力
を
し
、
弛
ま
ず
研
究
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。

受
賞
理
由

　

松
川
雅
信
氏
の
研
究
の
大
要
は『
儒
教
儀
礼
と
近
世
日
本
社
会
－
闇
斎
学
派
の『
家

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
教
育
普
及
賞

阿
部　

卓
也

�

愛
知
淑
徳
大
学　

准
教
授

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
奨
励
賞

松
川　

雅
信

�

日
本
学
術
振
興
会　

特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
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礼
』
実
践
』
に
集
約
さ
れ
る
。
日
本
の
儒
者
の
学
派
で
最
大
の
門
人
を
擁
し
た
山
崎

闇
斎
学
派
の
教
学
内
容
と
そ
の
機
能
の
分
析
を
企
図
し
て
い
る
。
氏
は
闇
斎
学
が
重

視
し
た
儒
教
儀
礼
（
家
礼
）
が
近
世
日
本
社
会
の
秩
序
形
成
の
要
で
あ
っ
た
家
秩

序
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
相
関
性
を
解
き
明
か
す
こ
と

に
注
力
し
て
い
る
。
そ
れ
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
類
書
以
上
に
門
人
も
含
め
た
同

学
派
の
教
説
内
容
の
詳
細 

な
読
み
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
研
究
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。

受
賞
者
の
声

　

こ
の
度
、
立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
奨
励
賞
に

ご
選
出
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
近
世
日
本
の
儒
者
が
朱
熹
著
『
家
礼
』
に

載
る
儒
教
儀
礼
を
い
か
に
受
容
・
実
践
し
て
い
た
の
か
と
い
う

問
題
に
つ
き
、
日
本
思
想
史
の
立
場
か
ら
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
た
だ
、こ
う
し
た
研
究
を
行
う
中
で
私
が
密
か
に
影
響
を
受
け
て
き
た
の
は
、

実
は
白
川
静
先
生
の
名
著
『
孔
子
伝
』
で
し
た
。
孔
子
が
喪
礼
を
担
う
巫
祝
の
出
身

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
推
論
に
基
づ
い
て
儒
教
の
発
生
・
展
開
を
鮮
や
か

に
描
い
て
い
く
『
孔
子
伝
』
の
論
述
を
通
じ
て
、
私
は
儀
礼
が
儒
教
に
と
っ
て
本
質

的
意
味
を
有
し
て
い
た
事
実
を
認
知
す
る
と
共
に
、
そ
の
こ
と
が
日
本
儒
者
に
お
い

て
も
強
く
自
覚
さ
れ
て
い
た
点
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
こ
の
度
の
受
賞
は
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
受
賞
に
相
応
し
い
内
実
を
伴
っ
た
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
研
鑽
に
努
め
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

選
考

委
員

委
員
長　

芳
村　

弘
道
（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
長
）

委　

員　

下
中　

美
都
（
株
式
会
社
平
凡
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　
　
　
　

大
形　
　

徹
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構　

教
授
）

　
　
　
　

加
地　

伸
行
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構 

研
究
顧
問
）

　
　
　
　

杉
橋　

隆
夫
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構 

研
究
顧
問
）

　
　
　
　

萩
原　

正
樹
（
立
命
館
大
学
文
学
部　

教
授
）

　
　
　
　

上
野　

隆
三
（
立
命
館
大
学
文
学
部　

教
授
）

第 15 回「立命館白川静記念東洋文字文化賞」表彰式の様子
（2021年6月26日、立命館大学衣笠キャンパス 平井嘉一郎記念図書館カンファレンスルームにて）
後列左より萩原正樹教授、松尾肇子研究員、石井真美子教授、松本保宣教授、
　　　　　杉橋隆夫研究顧問、久保裕之氏
前列左より大形徹教授、芳村弘道所長、仲谷善雄総長、大槻信氏、
　　　　　阿部卓也氏、松川雅信氏
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二
〇
二
一
年
十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
七
日
に
世
界
漢
字
學
會
第
八
屆
年
會
（
韓

國
延
世
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）。
大
形
徹 

各
国
会
長
団
致
辞
、
山
田
崇
仁 

基
調
講

演
、
日
本
中
国
学
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
用
環
境
の
歴
史
に
つ
い
て
、
佐
藤
信
弥 

鼎
銘

文
與
西
周
時
期
社
會
性
別
問
題
、
張
莉
（
出
野
文
莉
）
關
於
日
本
的
識
字
教
育
、
大

形
徹
・
孔
令
竹
、
中
文
翻
訳
董
涛 
關
於
《
論
語
》
的
〝
論
〟
和
〝
語
〟
を
行
な
っ

た
。
十
二
月
四
日
〜
五
日
に
立
命
館
茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本
漢
字
学
会
（
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
開
催
、
大
形
徹
が
開
会
の
挨
拶
等
を
行
な
い
、
平
川
南
氏
（
人
間

文
化
研
究
機
構 

機
構
長
）
に
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
十
二
月
一
八
日
に

草
野
友
子
が
立
命
館
大
学
で
「
若
手
研
究
者
竹
簡
學
國
際
會
議
」
を
開
催
、
総
合
司

会
を
つ
と
め
た
。
同
日
、
専
修
大
学
の
洞
天
福
地
研
究
会
で
大
形
徹
が
「
泰
山
と
洞

天
福
地
」
を
発
表
し
た
。
ま
た
同
日
、
重
信
あ
ゆ
み
が
孔
子
学
院
第
百
六
十
九
回
中

国
理
解
講
座
で
「
西
王
母
と
女
媧
―
二
人
の
女
神
―
」
を
講
演
。
な
お
五
月
十
五

日
第
百
六
十
三
回
で
石
井
真
美
子
が
「『
孫
子
』
と
先
秦
の
兵
書
」、
六
月
五
日
第

百
六
十
四
回
で
大
形
徹
が
『
老
子
』・『
荘
子
』
と
不
老
不
死
の
仙
人
、
七
月
三
日
第

百
六
十
五
回
で
孔
令
竹
・
大
形
徹
が
「『
孔
子
世
家
譜
』
と
論
語
の
一
節
」
を
講
演
し
、

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
九
日
第
百
七
十
回
で
は
、
草
野
友
子
が
「『
墨
子
』
―
そ
の

思
想
を
紐
解
く
―
」を
講
演
。
三
月
十
九
日
に「
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
の
過
去
・
現
代
・

未
来
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
手
話
通
訳
付
き
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
元
所
長
の
金
文
京
氏
に
特
別
講
演
、
曹
方
向
氏
（
通
訳
、
草
野

友
子
）、
山
田
崇
仁
が
発
表
。

　

漢
字
関
係
の
授
業
。「
漢
字
学
」
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校　

一
年
・
二
年
コ
ー

ス
（
横
大
路
綾
子
・
末
次
信
行
・
笠
川
直
樹
・
村
上
幸
造
・
大
形
徹
）、「
漢
字
の
歴
史
」

京
都
女
子
大
学
文
学
部
東
洋
史
特
殊
講
義
、
二
〇
二
一
年
前
期
（
山
田
崇
仁
）、「
漢

字
の
成
立
と
展
開
」・「
漢
字
の
応
用
」
放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
形
徹
）。

　

二
〇
二
一
年
一
月
に
漢
字
学
研
究
第
九
号
を
発
行
、
金
文
通
解
［
京
成
叔
鼎
（
笠

川
直
樹
）・
韓
伯
豐
鼎（
佐
藤
信
弥
）・
柞
伯
簋（
村
上
幸
造
）・
季
姫
方
尊（
三
輪
健
介
）・

呉
王
餘
昧
劍
（
山
田
崇
仁
）・
陶
觥
（
石
川
大
我
）］、字
説
［
疫
に
つ
い
て
（
大
形
徹
）］・

報
告
［
二
〇
二
〇
年
オ
ン
ラ
イ
ン
學
會
參
加
記
（
佐
藤
信
弥
）］・
古
文
字
學
研
究
文

獻
提
要
［〝
世
界
漢
字
學
会
第
七
屆
年
會
報
告
論
文
よ
り
〟
白
於
藍
「
釋
〝
弔
〟」（
山

田
崇
仁
）・
郭
靜
「
先
秦
「
率
」・「
𧗿
」・「
䢦
」
異
體
字
用
意
之
區
分
」（
落
合
淳
思
）・

胡
雲
鳳
「
説
［
𢎥
］」・
金
赫
「
試
論
〝
交
〟・〝
爻
〟
的
同
源
關
係
」（
村
上
幸
造
）・

趙
平
安
「
從
〝
咠
〟
字
的
釋
讀
談
到
甲
骨
文
的
〝
巴
方
〟」（
佐
藤
信
弥
）］、
古
文
字

學
論
著
目
［
二
〇
一
九
年
古
文
字
學
論
著
目
（
横
大
路
綾
子
・
佐
藤
信
弥
）］

　

他
に
出
野
文
莉
（
張
莉
）「
白
川
静
文
字
学
在
海
内
外
的
学
术
影
响
」 

中
国
文
字　
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形
徹
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音
（
大
形
徹
）・

同ISSU
E #17 M

arch 2022

家
（
大
形
徹
）

　

漢
字
学
研
究
会
は
、
四
月
（
九
十
回
）
か
ら
二
月
（
九
十
九
回
予
定
）
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
お
よ
び
対
面
（
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
清
心
館
）。
参
加
者
は
立
命

館
大
学
・
京
都
大
学
・
大
阪
工
業
大
学
・
大
阪
物
療
大
学
・
東
京
学
芸
大
学
・
立
命

館
大
学
院
生
・
関
西
大
学
院
生
・
大
阪
府
立
大
学
院
生
・
学
振
研
究
員
・
立
命
館
大

学
客
員
研
究
員
・
諸
橋
轍
次
記
念
館
・
書
家
等
々
、延
べ
百
二
十
六
名（
十
二
月
ま
で
）。

第
九
十
回　

四
月
十
七
日　

十
二
名

　

新
出
金
文
講
読
：
笠
川
直
樹
「
嬭
加
編
鐘
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
西
尾
真
澄　

甲
骨
文
第
一
〜
二
片

第
九
十
一
回　

五
月
十
五
日　

十
八
名

　

新
出
金
文
講
読
：
笠
川
直
樹
「
嬭
加
編
鐘
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
池
内
早
紀
子　

甲
骨
文
第
三
〜
七
片

漢
字
学
研
究
会
活
動
報
告（
二
○
二
一
年
度
）

副
所
長　

大
形 

徹
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第
九
十
二
回　

六
月
十
九
日　

十
八
名

　

新
出
金
文
講
読
：
笠
川
直
樹
「
嬭
加
編
鐘
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
重
信
あ
ゆ
み　

甲
骨
文
第
八
〜
十
二
片

第
九
十
三
回　

七
月
十
七
日　

十
四
名

　

新
出
金
文
講
読
：
村
上
幸
造
「
柞
伯
鼎
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
安
東
麟
：
宜
侯
夨
簋

第
九
十
四
回　

九
月
十
七
日　

十
八
名

　

新
出
金
文
講
読
：
佐
藤
信
弥
「［
女
受
］
鼎
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
重
信
あ
ゆ
み　

甲
骨
文
第
八
〜
十
二
片

第
九
十
五
回　

十
月
十
七
日　

十
一
名

　

新
出
金
文
講
読
：
村
上
幸
造
氏
：「
柞
伯
鼎
（
修
正
補
足
）」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
安
東
麟
「
班
簋
」

第
九
十
六
回　

十
一
月
二
十
日　

十
八
名

　

新
出
金
文
講
読
：
山
田
崇
仁
「
晋
公
盤
」

　

石
川
大
我
「
午
組
卜
辞
の
材
料
整
理
」（
後
半
部
）

第
九
十
七
回　

十
二
月
十
七
日　

十
七
名

　

新
出
金
文
講
読
：
山
田
崇
仁
「
晋
公
盤
」

　

商
周
古
文
字
読
本
講
読
：
西
尾
真
澄　

甲
骨
文
第
十
三
〜
十
五
片

あ
と
第
九
十
八
回
［
一
月
］、
第
九
十
九
回
［
二
月
］
を
予
定
。

　

二
〇
二
一
年
度
も
世
界
的
な
疫
情
が
收
束
せ
ず
、
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
所
と

高
麗
大
学
校
漢
字
漢
文
研
究
所
と
の
共
同
開
催
に
よ
る
学
術
会
議
「
第
七
回
東
亜
漢

籍
交
流
国
際
学
術
会
議
」（
南
京
大
学
主
催
）
が
已
む
な
く
延
期
さ
れ
、
当
第
二
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
日
中
韓
漢
籍
研
究
」
の
一
つ
の
大
き
な
計
画
が
本
年
度
も
実

施
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
な
ん
と
も
残
念
で
あ
っ
た
。
ま
た
懸
案
で
あ
っ
た
研
究
所

の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
教
育
科
学
省
中
央
科
学
図

書
館
珍
本
書
庫
収
蔵
の
漢
籍
等
の
基
礎
調
査
も
疫
情
に
よ
り
実
行
で
き
な
か
っ
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
日
本
国
内
の
多
く
の
大
学
図
書
館
が
学
外
者
の
閲
覧
を

受
け
入
れ
ず
、
公
共
図
書
館
も
閲
覧
制
限
を
行
っ
た
の
で
、
原
本
を
子
細
に
閲
覧
せ

ね
ば
な
ら
な
い
漢
籍
や
朝
鮮
渡
り
唐
本
の
書
誌
調
査
も
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
が
、
芳

村
は
陽
明
文
庫
と
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
漢
籍
と
朝
鮮
渡
り
唐
本
を
調
査

し
、
一
〇
月
に
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
赴
い
て
、
所
蔵
の
朝
鮮
渡

り
唐
本
を
調
査
し
た
。
靳
春
雨
研
究
員
は
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
の
明
版『
宋
書
』

の
調
査
を
行
っ
た
。

　

漢
籍
研
究
と
い
う
学
問
領
域
を
広
く
と
ら
え
、
日
本
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
が
も

た
ら
し
た
大
き
な
成
果
と
い
う
べ
き
日
本
漢
文
学
の
研
究
を
新
た
な
課
題
と
し
、
そ

の
研
究
対
象
を
「
近
衞
家
の
漢
学
」
に
設
定
し
た
。
従
来
、
五
摂
家
の
筆
頭
と
し
て

名
高
い
近
衞
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
日
本
文
学
、
日
本
史
の
方
面
か
ら
な
さ
れ
、

優
れ
た
学
術
的
成
果
が
世
に
多
く
問
わ
れ
て
き
た
が
、
漢
学
に
つ
い
て
は
未
開
拓
の

領
域
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
年
度
、
近
衞
基
凞
（
一
六
四
八
－
一
七
二
二
）

と
交
往
が
密
で
あ
っ
た
大
徳
寺
芳
春
院
の
第
六
世
、
桂
嶽
宗
芳
の
漢
詩
文
集
『
桂
芳

集
』
の
作
品
を
解
読
す
る
共
同
研
究
を
開
始
し
、
中
本
大
・
川
崎
佐
知
子
両
研
究
員
・

芳
村
、
松
尾
肇
子
客
員
協
力
研
究
員
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
一
回
生
の
高
語
莎
君
、

第
九
號
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立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所

金
文
通
解
　
　
　
　
　
　
　

哀
成
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笠
川
直
樹

韓
伯
豐
鼎
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佐
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柞
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季
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方
尊
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三
輪
健
介

呉
王
餘
昧
劍
…
…
山
田
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陶
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石
川
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我

字
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疫
に
つ
い
て
…
…
大
形
徹

報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
オ
ン
ラ
イ
ン
學
會
參
加
記
…
…
佐
藤
信
弥

古
文
字
學
研
究
文
獻
献
提
要
〝
世
界
漢
字
學
會
第
七
屆
年
會
報
告
論
文
よ
り
〞

白
於
藍
「
釋
〝
弔
〞」
…
…
山
田
崇
仁

郭
靜
云
「
先
秦
「
率
」・「
𧗿𧗿
」・「
䢦
」
異
體
字
用
意
之
區
分
」
…
…
落
合
淳
思

胡
雲
鳳
「
説
𢎥𢎥
」
…
…
笠
川
直
樹

金
赫
「
試
論
〝
交
〞・〝
爻
〞
的
同
源
關
係
」
…
…
村
上
幸
造

趙
平
安
「
從
〝
咠
〞
字
的
釋
讀
談
到
甲
骨
文
的
〝
巴
方
〞」
…
…
佐
藤
信
弥

古
文
字
學
論
著
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
九
年
古
文
字
學
論
著
目
…
…
橫
大
路
綾
子
・
佐
藤
信
弥

日
中
韓
漢
籍
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

所　

長　

芳
村
弘
道
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学
外
か
ら
福
州
大
学
外
国
語
学
院
の
黄
鶯
氏
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
四
月
か
ら
毎
月

ほ
ぼ
二
回
、
研
究
会
を
開
き
、
近
衞
基
凞
の
事
跡
や
所
詠
和
歌
に
も
着
目
し
て
彼
と

関
連
す
る
『
桂
芳
集
』
の
作
品
を
読
み
、
分
担
作
成
し
た
訳
注
稿
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
る
。
研
究
会
を
通
し
て
江
戸
前
期
の
禅
僧
と
公
家
の
交
流
や
当
時
の
禅
林

文
学
に
つ
い
て
、多
く
の
興
味
深
い
問
題
が
提
起
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
な
お
黄
鶯
氏
は
、

中
国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
研
究
所
紀

要
第
十
五
号
掲
載
の
川
崎
佐
知
子
「
大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家
」
を
一
読
願
い
た
い
。

　
「
近
衞
家
の
漢
学
」
研
究
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
六
月
に
近
衞
家
凞
の
撰
文
・

書
に
な
る
「
謚
賜
大
圓
広
恵
国
師
碑
銘
」、
十
二
月
に
近
衞
前
久
の
画
・
賛
、
里
村

紹
巴
手
識
、
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
「
飯
尾
宗
祇
像
」
を
購
入
し
た
。
い
ず
れ
紹
介
の
機
会

を
も
ち
た
い
。

　

ま
た
日
本
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
に
関
連
し
て
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
当

研
究
所
所
蔵
の
『
別
本　

御
書
物
方
年
譜
覚
書
』
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
当
該
資
料

の
翻
刻
の
続
稿
と
し
て
整
理
し
、
研
究
所
紀
要
第
十
五
号
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
中

本
・
川
崎
・
芳
村
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
萩
原
正
樹
副
所
長
を
中
心
と
し
て
、「
日
中
韓
文
人
交
流
研
究
」
を

新
た
に
進
め
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
明
治
維
新
以
降
の
日
中
韓
三
国
の
文
人
に
よ

る
詩
詞
を
通
し
て
の
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
相
互
の
文
学

や
交
流
の
様
相
、
さ
ら
に
は
相
互
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い

て
も
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
六
日
に
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
清

心
館
二
〇
六
号
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
「
日
中
韓
文
人
交
流
研
究
会
」
を
開

催
、
以
下
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
　

�

富
嘉
吟
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）「
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
玉
燭
宝
典
』
の
流

伝
―
重
ね
て
楊
守
敬
と
森
立
之
と
の
交
遊
に
及
ぶ
」

　
　

靳
春
雨
（
立
命
館
大
学
）「
小
野
湖
山
と
清
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
」

　
　

佘
筠
珺
（
台
湾
大
学
）「
館
森
鴻
《
螳
螂
龕
筆
叢
》
研
究
」

　
　

萩
原
正
樹
（
立
命
館
大
学
）「『
隨
鷗
集
』
に
見
え
る
中
国
の
詩
人
」

　
　

�

魯
耀
翰
（
高
麗
大
学
校
）「
植
民
地
時
代
に
お
け
る
「
南
山
文
社
」
の
創
設
と

日
韓
文
人
の
交
流
に
つ
い
て
」

　

ま
た
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
を
講
師
と
し
、「
和
漢
の
書
香
―
立
命
館
大
学

所
蔵
和
漢
貴
重
本
の
紹
介
―
」
と
題
す
る
「
立
命
館
土
曜
講
座
」
が
左
記
の
如
く
三

月
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
別
項
の
記
事
を
御
覧
頂
き
た
い
。

　
　

三
月
五
日　
　

川
崎
佐
知
子
「
西
園
寺
文
庫
の
「
御
会
集
」」

　
　

三
月
十
二
日　

芳
村
弘
道
「
立
命
館
大
学
所
蔵
の
漢
籍
貴
重
本
」

　
「
朝
鮮
渡
り
唐
本
」
の
研
究
報
告
会
を
二
〇
二
二
年
三
月
二
六
日
に
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
、
左
記
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
　

�

住
吉
朋
彦
（
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）「
古
城
坦
堂
旧
蔵
の
朝
鮮
渡
り
唐
本

に
つ
い
て
」

　
　

萩
原
正
樹「『
淸
平
山
堂
話
本
』「
快
嘴
李
翠
蓮
記
」に
見
え
る
撒
帳
詩
に
つ
い
て
」

　
　

魯
耀
翰
「
李
朝
初
期
唐
本
輸
入
概
括
―
集
部
を
中
心
に
」

　
　

富
嘉
吟
「
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
続
佚
存
叢
書
目
』
に
つ
い
て
」

　
　

靳
春
雨
「
日
本
人
の
漢
詩
存
稿
二
種
に
つ
い
て
」

主
な
研
究
員
の
本
年
度
の
業
績

萩
原
正
樹

【
論
文
】「
志
村
五
城
と
竹
内
東
仙
の
詞
―
神
田
博
士
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』

補
遺
」（「
學
林
」
第
七
二
号
、
二
〇
二
一
年
六
月
）

「
和
刻
本
『
事
林
廣
記
』
に
見
え
る
宋
詞
に
つ
い
て
―
『
全
宋
詞
』
未
收
「
迎
仙
客
」

詞
六
首
―
」（「
宋
代
文
學
學
會
報
」
第
八
集
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）

「
森
槐
南
の
詞
學
―
『
作
詩
法
講
話
』
に
見
え
る
詞
の
起
源
説
―
」（「
立
命
館
白
川

静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

【
翻
訳
】
楊
月
英
「
董
康
と
袁
克
文
と
の
交
悪
の
顛
末
」（「
風
絮
」
第
一
八
号
、

二
〇
二
一
年
一
二
月
）

川
崎
佐
知
子

【
著
書
】『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
―
近
衞
基
凞
の
家
集
―
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

二
〇
二
二
年
二
月
）
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【
論
文
】「
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
』
に
つ
い
て
」（『
論
究
日
本
文
学
』

第
一
一
四
号
、
二
〇
二
一
年
五
月
）

「
大
徳
寺
芳
春
院
と
近
衞
家
」（『
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

【
資
料
紹
介
】「
翻
刻
『
別
本　

御
書
物
方
年
譜
覚
書
』（
其
の
二
）」（『
白
川
静
記
念

東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
号
、　

二
〇
二
二
年
三
月
、
芳
村
弘
道
・
中

本
大
と
共
著
）

【
学
会
発
表
】「
渉
成
園
の
偶
仙
楼
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
第
五
八

回
例
会
、
二
〇
二
一
年
六
月
一
二
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

「
村
田
春
海
に
よ
る
『
狭
衣
物
語
』
研
究
」（
第
十
六
回
欧
州
日
本
学
会
国
際
会
議
、

二
〇
二
一
年
八
月
二
七
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、パ
ネ
ル
名LitPre05

『
狭
衣
物
語
』

享
受
の
文
学
史
的
展
開
―
「
も
う
ひ
と
つ
の
『
源
氏
物
語
』」
の
注
釈
・
絵
画
化
―
）

靳
春
雨

【
論
文
】「
宋
代
詞
学
の
史
資
料
研
究
と
日
中
韓
・
漢
字
文
化
圏
の
交
流
」（『
立
命
館

ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
学
術
年
報
』
第
二
号
、
立
命
館
大
学
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
所
、

二
〇
二
一
年
七
月
）

【
学
会
・
研
究
会
発
表
】「『
中
州
集
』
の
刊
行
及
び
日
本
に
お
け
る
元
遺
山
の
受
容
」

（
中
国
芸
文
研
究
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
四
月
二
五
日
）

「「
詞
」
と
は
何
？
―
日
本
で
の
興
起
と
発
展
」（
立
命
館
大
学O

IC

ラ
イ
ス
ボ
ー
ル

セ
ミ
ナ
ー
、
茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
分
林
館
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
九
日
）

「
東
ア
ジ
ア
の
漢
籍
を
め
ぐ
る
文
化
交
流
：
13
～
17
世
紀
の
詩
集
の
環
流
を
事
例
と

し
て
」（
第
三
四
回A
JI

研
究
最
前
線
セ
ミ
ナ
ー
、
立
命
館
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
七
月
一
三
日
）

「
明
治
文
壇
に
お
け
る
高
青
邱
詩
の
受
容
―
長
三
洲
と
近
藤
元
粋
の
次
韻
詩
を
中
心

に
」（
中
国
芸
文
研
究
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
八
月
二
九
日
）

「
漢
籍
交
流
和
文
化
延
伸
：
以
和
刻
本
高
青
邱
詩
詞
集
的
刊
行
為
例
」（
第
三
届
詩
詞

與
詩
禮
文
化
研
究
国
際
論
壇
、
上
海
大
学
文
学
院
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一

年
一
〇
月
二
三
日
）

“C
ultural E

xchange of C
i Poem

s betw
een C

hina, Japan and 
K
orea: Focusing on the M

ethod of T
ransm

ission of Song Ci”, T
he 

19th A
sia Pacific C

onference 2021

（R
itsum

eikan A
sia-Pacific 

U
niversity,2021.12.05.

）

芳
村
弘
道

【
論
文
】「
朝
鮮
渡
り
唐
本
の
研
究
に
つ
い
て
」（『
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究

所
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

【
資
料
紹
介
】「
翻
刻
『
別
本　

御
書
物
方
年
譜
覚
書
』（
其
の
二
）」（『
白
川
静
記
念

東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
号
、　

二
〇
二
二
年
三
月
、
川
崎
佐
知
子
・

中
本
大
と
共
著
）

【
講
演
】「
収
蔵
古
籍
五
十
年
」（
台
湾
大
学
中
国
文
学
系「
古
典
文
学
新
視
野
：
写
本
、

出
版
与
収
蔵
」
研
習
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
六
日
）

　

本
第
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次
の
二
〜
三
の
テ
ー
マ
を
柱
と
し
て
研
究
を
進
め

て
き
た
。

　

一
つ
は
上
賀
茂
神
社
が
所
蔵
す
る
『
賀
茂
旧
記
』（
重
文
）
の
精
細
な
写
真
に
基

づ
く
研
究
で
あ
る
。
同
文
書
は
長
く
非
公
開
状
態
が
続
い
て
き
た
が
、
昨
年
十
一
月

末
に
、
同
文
書
を
主
と
す
る
『
賀
茂
別
雷
神
社
史
料　

３　

賀
茂
神
主
経
久
記
Ⅰ
』

が
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
に
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
れ
ま
で
学
会
や
研
究
会
で
口
頭

報
告
し
て
き
た
内
容
を
、『
研
究
所
紀
要
』
第
十
五
号
に
寄
稿
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

全
体
と
し
て
「『
賀
茂
旧
記
』
二
題
」
と
称
し
、
①
『
賀
茂
旧
記
』
の
史
料
的
価

値
と
分
析
の
試
み
―
賀
茂
社
に
お
け
る
承
久
の
乱
再
説
、
他
―
、
②
『
賀
茂
旧
記
』

全
編
数
値
化
の
試
み
と
解
釈
、
の
二
本
の
論
稿
を
用
意
し
た
。
①
は
杉
橋
の
旧
稿
を

日
本
文
献
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

研
究
顧
問　

杉
橋　

隆
夫
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踏
ま
え
、
今
次
の
翻
刻
出
版
に
対
応
し
た
も
の
で
、
昨
年
の
承
久
の
乱
後
八
〇
〇
年
、

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
触
発
さ
れ
た
社
会
的
関
心
に
、

研
究
の
面
で
も
応
え
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
。
②
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
独
自
に
作
成
し

て
き
Ｄ
Ｂ
に
拠
る
基
礎
的
作
業
の
結
果
と
解
釈
で
あ
る
。

　

他
の
一
つ
は
、近
年
急
速
に
進
展
し
た
各
種
Ｄ
Ｂ
や
言
語
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
て
、

日
本
に
お
け
る
漢
字
・
漢
語
に
関
す
る
研
究
で
、
前
近
代
と
近
代
以
降
と
に
分
か
っ

て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

前
近
代
班
で
は
、昨
年
度
『
研
究
所
紀
要
』
に
掲
載
し
た
論
文
「『
か
な
』『
ま
な
』

と
『
和
字
』『
漢
字
』」
の
続
編
を
構
想
し
て
い
る
。

　

近
現
代
班
に
お
け
る
構
想
と
作
業
成
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

明
治
初
期
に
は
、
西
洋
の
学
問
、
文
化
等
を
移
入
す
る
に
当
た
っ
て
多
く
の
翻
訳

語
が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
翻
訳
語
の
多
く
は
漢
語
で
あ
っ
た
た
め
、
同
時
期
に
は
漢

語
が
増
加
し
、「
漢
語
流
行
期
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
た
。
漢
語
が
増

加
し
て
い
く
中
で
、
例
え
ば
字
音
接
頭
辞
「
非
―
」「
未
―
」、
字
音
接
尾
辞
「
―
化
」

「
―
性
」「
―
的
」
が
造
語
力
を
増
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
字
音
接
頭
辞
「
非
―
」
に
着
目
し
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
明

治
・
大
正
編
Ⅰ
雑
誌
、
現
在
構
築
中
の
『
昭
和
・
平
成
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
を
資

料
と
す
る
探
索
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
小
椋
秀
樹
「
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
否
定
の
字
音
接
頭
辞 

―
「
非
」
を
中
心
に
―
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

四
〇
）
と
し
て
公
表
し
た
。
ま
た
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
に
お
け

る
「
非
ー
」
の
使
用
実
態
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
二
〇
二
一
年
度
中
に
成
果
を
発
表

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
分
担
す
る
予
定
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
出
張
調
査
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
今
年
度
も
実
行
で
き
ず
、先
方
研
究
者
の
来
学
も
、申
請
が
あ
っ

た
も
の
の
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
昨
年
七
月
末
に
は
調
査
対
象
図

書
館
の
枠
を
超
え
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
幹
部
と
の
テ
レ
ビ

会
議
を
行
い
、
交
渉
の
レ
ベ
ル
が
一
段
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

　

こ
れ
ま
で
の
公
開
講
座
は
、
白
川
先
生
の
ご
著
書
を
で
き
る
だ
け
正
し
く
理
解
し

て
頂
く
た
め
の
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
、
先
生
の
築
か
れ
た
土
台
の

上
に
、
そ
れ
を
さ
ら
に
深
め
る
内
容
に
押
し
上
げ
た
研
究
成
果
を
公
開
す
る
の
も
、

研
究
員
と
し
て
の
責
務
で
は
な
い
か
と
考
え
、「
殷
周
革
命
の
実
態
に
迫
る
」
と
総

題
し
た
講
座
（
全
五
回
）
を
開
き
ま
し
た
。
先
生
も
解
け
な
か
っ
た
問
題
で
す
の
で
、

非
常
に
高
度
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
が
、
少
数
な
が
ら
非
常
に
熱
心
な
受
講
者
ば
か

り
で
、
私
の
方
も
非
常
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。
白
川
先
生
が
ど
こ
ま
で
追
究
さ
れ
た

の
か
。
そ
し
て
な
ぜ
解
け
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
点
を
提
示
し
な
が
ら
、
話
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
初
回
の
冒
頭
で
、
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
必
要
な
古
代
王

朝
の
特
徴
に
関
す
る
話
し
や
、
古
代
の
宗
教
的
秩
序
に
つ
い
て
話
し
て
お
い
て
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
理
解
し
て
頂
き
や
す
い
よ
う
に
問
題
点
を
整
理
し
て

講
義
に
臨
み
ま
し
た
。
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
頂
い
た
よ
う
で
す
。

（
白
川
研
究
所
客
員
研
究
員
）

　

初
等
・
中
等
教
育
の
現
場
は
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
様
々

な
形
で
受
け
ま
し
た
。

　

中
高
の
現
場
で
は
実
践
を
進
め
る
に
は
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
立
命
館
小
学
校

で
の
取
り
組
み
は
、
今
年
も
元
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

立
命
館
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
全
学
年
で
「
白
川
漢
字
」
を
学
ぶ
実
践
を
開

始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
も
図
書
館
で
の
「
読
書
」
の
時
間
を
中
心
に
「
漢
字

二
〇
二
一
年
度
連
続
公
開
講
座
の
報
告　

客
員
研
究
員　

高
島 

敏
夫

教
育
活
動
報
告
（
二
〇
二
一
年
度
）　

研
究
員　

後
藤 

文
男
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を
楽
し
ん
で
学
ぶ
」
雰
囲
気
を
学
校
中
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
児

童
の
作
品
が
全
国
的
な
賞
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
二
〇
二
一
年

度
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

（
１
）�「
第
12
回
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
最
優
秀
賞
、「
第
8
回
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」

優
秀
賞
を
受
賞

①�

立
命
館
小
学
校
の
1
年
生
の
児
童
が
、「
創
作

漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」（
産
経
新
聞
社
、
白
川
研

主
催
）
で
、
一
四
三
二
七
名
の
全
応
募
作
品

の
中
か
ら
「
白
川
創
作
漢
字
最
優
秀
賞
」
を

授
賞
し
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
、
白
川W

G

の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
て
、
各
附
属
校
で

「
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
応
募
を
積
極

的
に
奨
励
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
地
道
な
努

力
が
実
り
ま
し
た
。（
写
真
１
）

②�

福
井
県
が
主
催
す
る
「
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」【
小
中
学
生
の
部
】「
川
柳
部

門
」（
今
年
度
【
小
中
学
生
の
部
】
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
）
で
、
立
命
館
小

学
校
の
5
年
生
二
人
が
優
秀
賞
（
最
高
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。・「
鳥
に
問

う 

迷
っ
た
時
の m

y

進
路
」、・「
竜
く
だ
る 

七
色
の
橋 
雨
あ
が
り
」
…
白

川
先
生
の「
漢
字
の
成
り
立
ち
」を
も
と
に
し
た
川
柳
で
す
。
日
常
的
に「
漢

字
の
成
り
立
ち
」
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
、
児
童
た

ち
の
想
像
力
、
創
造
力
を
羽
ば
た
か
せ
ま
し
た
。

（
２
）�「
わ
た
し
の
好
き
な
漢
字
展
」
を
「
京
都
漢
字
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
初
め
て
開
催
（
11
月
）

　

４
～
６
年
生
全
員
が
取
り
組
ん
だ
古
代
文
字
作
品
の

展
覧
会
で
す
。
4
年
生
は
毛
筆
で
自
分
の
好
き
な
漢
字

1
字
を
越
前
和
紙
に
書
く
取
り
組
み
。
5
・
6
年
生
は

自
分
の
好
き
な
漢
字
の
成
り
立
ち
を
調
べ
、
1
枚
の
カ

ラ
フ
ル
な
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
、
毛
筆
と

ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
1
月
か
ら
校
内
で
も
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。（
写
真
２
）

（
３
）�

全
一
〇
〇
時
間
！「
読
書
」と「
国
語
」の
時
間
で「
漢

字
を
楽
し
く
学
ぶ
」（
年
間
：
全
学
年
）

　

図
書
館
教
諭
の
大
橋
先
生
を
中
心
に
全
学
年
で
延
べ

一
〇
〇
時
間
に
も
及
ぶ
「
漢
字
の
成
り
立
ち
と
つ
な
が

り
で
学
ぶ
」
漢
字
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

1
年
生
担
当
の
志
賀
先
生
も
加
わ
っ
て
、
漢
字
を
習
い

始
め
た
ば
か
り
の
1
年
生
へ
の
白
川
漢
字
の
実
践
も
始

め
ま
し
た
。
図
書
館
に
は
、「
白
川
先
生
の
漢
字
コ
ー

ナ
ー
」
も
あ
り
、「
漢
字
を
楽
し
く
学
ぶ
」
関
連
本
が

た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
３
）

（
４
）�

立
命
館
守
山
中
高
の
津
藤
先
生「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
」で
漢
字
を
教
え
る（
8
月
）

　
「
日
本
ラ
チ
ー
ノ
学
院
（
東
近
江
市
）」
に
通
学
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
た
児

童
・
生
徒
た
ち
へ
の
「
漢
字
学
習
」
の
取
り
組
み
で
す
。
漢
字
を
「
成
り
立
ち

と
つ
な
が
り
で
学
ぶ
」
方
法
で
、
立
命
館
大
学
教
職
大
学
院
の
学
生
た
ち
と
と

も
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
外
国
か
ら
来
た
児
童
・
生
徒
た
ち
の
漢
字
習
得
を
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、津
藤
先
生
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

多
く
の
生
徒
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
５
）�

東
京
の
「
ほ
ぼ
日
學
校
」
等
で
漢
字
講
座
を
開
催
（
８
〜
12
月
）

社
会
人
を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
も
、よ
う
や
く
少
し
ず
つ
動
き
出
し
ま
し
た
。

①�

８
月
に
は
河
内
長
野
市
に
あ
る
市
民
講
座
「
く
ろ
ま
ろ
塾
」
が
2
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
後
藤
が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
祈
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
2
日
間
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

②�
10
月
に
は
、
東
京
の
「
ほ
ぼ
日
學
校
」
で
「
白
川
先
生
に
学
ぶ
～
人
の
身
体

か
ら
で
き
た
漢
字
」
と
題
し
て
後
藤
が
、「
古
代
文
字
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
白
川
研
の
久
保
裕
之
氏
が
担
当
し
て
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
現
在
、「
ほ

ぼ
日
學
校
」
の
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

12
月
に
は
、「
古
代
文
字
ダ
ン
ス
」
を
共
同
で
取
り
組
ん
だ
司
バ
レ
エ
団
の

公
演
会
で
「
藝
の
話
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

写真１ 
創作漢字コンテスト最優秀賞写真２ 漢字ミュージアム展覧会とパワポ作品

写真３ 白川先生漢字コーナー＆漢字の授業
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今
年
は
、
中
高
で
の
実
践
が
少
な
い
の
が
残
念
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
小
学
校
の
実

践
が
光
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
、
立
命
館
小
学
校
だ
け
で
な
く
、
他
の
小
学
校
、
中

高
、
社
会
人
の
活
動
の
実
践
も
報
告
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

体
験
型
漢
字
講
座
「
漢
字
探
検
隊
」

　

二
〇
〇
七
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
漢
字
探
検
隊
」
は
、
毎
回
一
つ
の
も
の
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
見
学
や
体
験
を
通
し
て
漢
字
の
成
り
立
ち
と
そ

の
も
と
に
な
っ
た
自
然
や
文
化
を
学
習
す
る
体
験
型
の
講
座
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
た
め
、
今
年
度
の
対
面
で
の
開
催
は
「
第
五
波
」
が
下
火
と
な
っ
た

秋
に
三
回
開
催
で
き
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
講
義
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
「
お
う
ち
漢
字
探
検
隊
」
を
開
催
し
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

各
地
か
ら
の
参
加
を
得
た
。

　
「
漢
字
探
検
隊
」
の
開
催
回
数
が
二
〇
二
〇
年
度
に
全
国
通
算
二
〇
〇
回
を
超
え

た
こ
と
を
期
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
参
加
回
数
に

応
じ
て
付
与
さ
れ
る
「
隊
員
制
度
」
に
つ
い
て
の
紹
介
等
を
掲
載
し
た
「
漢
字
探
検

隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
を
二
〇
二
一
年
五
月
に
開
設
し
た
。

地
域

回

実
施
年
月

テ
ー
マ

講
座
名

参
加
者
数

場
所

ネ
ッ
ト

1

２
０
２
１
・
７

書
体

「
昔
の
漢
字
を
体
験
し
よ
う
」

61

オ
ン
ラ
イ
ン

宮
城

3

２
０
２
１
・
11

動
物

「
動
物
園
で
漢
字
と
出
合
う
」

250

仙
台
市
八
木
山
動
物
公
園

福
島

15

２
０
２
１
・
11

総
合

「
漢
字
あ
そ
び
大
会
」

300

福
島
市
こ
む
こ
む
館

京
都

64

２
０
２
１
・
12

篆
刻

「
は
ん
こ
を
作
ろ
う
」

54

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

学
内
他
組
織
と
の
連
携
事
業

　

立
命
館
附
属
校
教
員
と
の
白
川
文
字
学
に
基
づ
く
漢
字
教
材
制
作
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
詳
細
は
別
稿
に
）
も
八
年
目
を
迎
え
、
現
在
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
合
を

通
し
て
附
属
校
間
の
漢
字
教
育
の
連
携
と
漢
字
文
化
の
涵
養
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た

提
携
校
で
あ
る
初
芝
立
命
館
中
学
校
（
大
阪
府
堺
市
）
へ
の
出
張
授
業
を
行
っ
た
。

　

立
命
館
大
学
校
友
会
に
よ
る
『
オ
ー
ル
立
命
館
校
友
大
会
２
０
２
１
』
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
企
画
に
て
「
漢
字
〜
未
知
な
る
世
界
を
訪
ね
て
」
の
動
画
を
公
開
し
た
。
ま

た
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
門
八
か
所
の
正
式
名
所
が
決
定
さ
た
れ
こ
と
を

記
念
し
て
、
各
門
に
そ
の
名
称
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
の
成
り
立
ち
、
字
体
の
変
遷
お

よ
び
門
に
関
す
る
情
報
等
を
記
し
た
銘
板
を
設
置
し
た
。

他
の
機
関
と
の
連
携

　

公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
（
京
都
市
）
と
は
「
漢
字
教
育
士
」
養

成
講
座
事
業
の
受
託
を
契
機
に
、
同
検
定
受
検
者
へ
の
当
研
究
所
の
広
報
活
動
や
情

報
交
換
等
が
活
発
に
行
わ
れ
、
同
協
会
と
の
「
漢
検
漢
字
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講

座
」
制
度
を
通
し
て
育
成
し
た
「
漢
字
教
育
士
」
は
、
同
資
格
保
有
者
の
体
の
約
七

割
を
占
め
る
。

　

産
経
新
聞
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）
と
の
共
催
事
業
「
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
第
十
二
回
を
数
え
る
。
今
回
も
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
名
誉
漢
字
教
育
士
の
武
田
鉄
矢

氏
を
迎
え
、
応
募
者
数
は
約
一
万
四
千
余
と
な
っ
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
文
化
庁
、

福
井
県
ほ
か
の
後
援
を
受
け
、
富
国
生
命
保
険
株
式
会
社
の
特
別
協
賛
、
株
式
会
社

Ｚ
会
、
株
式
会
社
平
凡
社
、
株
式
会
社
モ
リ
サ
ワ
か
ら
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

立
命
館
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
（R-GIIRO

）
客
員
研

究
員
の
増
田
晶
子
氏
（
校
友
）
や
一
般
社
団
法
人
司
延
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
と
は
、

二
〇
二
〇
年
度
に
「
古
代
文
字
ダ
ン
ス
（
古
代
文
字
之
舞
）」
の
制
作
を
委
嘱
し
た

こ
と
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
後
も
同
法
人
主
催
の
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
「
古

代
文
字
ダ
ン
ス
」
の
披
露
や
、
公
演
会
場
で
の
漢
字
講
義
や
白
川
静
ミ
ニ
展
の
開
催

が
実
現
し
た
。

　

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
）
で
は
同
校
の
面
接
授
業
に
「
漢
字
学
」

を
開
講
、
八
科
目
を
修
了
す
る
と
「
漢
字
教
育
士
」
資
格
が
取
得
で
き
る
。

　

出
張
講
座
で
は
、
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校
（
兵
庫
県
姫
路
市
）、
京
都
高
齢
者

大
学
校
（
京
都
市
）、
京
都
社
会
人
大
学
校
北
近
畿
校
（
京
都
府
福
知
山
市
）
で
の
連

続
講
座
の
ほ
か
、摩
気
高
山
こ
ど
も
未
来
塾
（
京
都
府
南
丹
市
）
と
兵
庫
倶
楽
部
（
兵

庫
県
神
戸
市
）、
兵
庫
県
多
可
町
教
育
委
員
会
か
ら
招
き
を
受
け
た
。
ま
た
糸
井
重
里

氏
が
主
宰
す
る
『
ほ
ぼ
日
の
學
校
』（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
も
招
か
れ
、「
漢
字
の

文
化
事
業
活
動
報
告
（
二
〇
二
一
年
度
）

文
化
事
業
担
当
職
員　

久
保　

裕
之
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な
り
た
ち
を
知
ろ
う
―
白
川
静
さ
ん
の
教
え
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
講
座
を
開
催
し
た
。

自
治
体
と
の
関
わ
り

　

福
井
県
で
は
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
「
白
川
文
字
学
」
に
基
づ
く
漢
字
教
育

を
取
り
入
れ
る
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
研
修
や
学
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
七
月
に
は
、
同
県
立
三
方
青
年
の
家
と
の
共
催
に
よ
る
「
白
川
文
字
学

こ
ど
も
漢
字
教
室
『
大
自
然
の
中
で
ワ
ク
ワ
ク
漢
字
探
検 

ｉ
ｎ 

三
方
』」
の
講
師

と
し
て
招
か
れ
、
他
に
も
例
年
は
「
福
井
県
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」
へ
の
協
力
や
主

催
講
座
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
緊
密
な
関
係
が
続
い
て
い
る
。

　

兵
庫
県
の
姫
路
市
生
涯
大
学
校
で
開
講
中
の
「
漢
字
学
」
は
第
六
期
生
が
入
学
、

四
月
に
継
続
中
。
二
〇
二
二
年
度
に
は
第
七
期
生
の
開
講
も
確
定
し
て
い
る
。

　

宮
城
県
角
田
市
と
は
同
市
議
会
議
員
の
菅
野
マ
ホ
氏
の
協
力
に
よ
り
交
流
が
続
い

て
お
り
、教
育
委
員
会
へ
の
訪
問
や
角
田
市
立
角
田
小
学
校
へ
の
訪
問
授
業
を
行
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
「
漢
字
で
元
気
に
」

　
「
漢
字
で
元
気
に
」
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
年
齢
・
性
別
に
関
わ
ら
ず
共
通
の
話
題
に
で
き
る
漢

字
・
日
本
語
を
、
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
交
流
ツ
ー
ル
と
な
る

よ
う
に
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
絆
の
力
を
震
災
復
興
に
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
話
題
や
知
識
を
提
供
す
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
に
福
島
市
と
宮
城
県
角
田
市
と
で
活
動
を
開
始
、
岩
手
県
を
含
め
た
三

県
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
度
で
は
十
一
月
に
仙
台
市
立
八
木
山
動
物

公
園
と
福
島
市
こ
む
こ
む
館
で
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
「
漢
字
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
た
。
福
島
県
で
の
活
動
で
は
福
島
大
学
・
澁
澤
尚
研
究
室
の
協
力
を
仰
い

で
い
る
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ー
ク
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
、
投
稿

数
は
昨
年
よ
り
も
約
三
割
減
で
あ
っ
た
が
、
質
的
に
は
、
例
年
ど
お
り
、
優
秀
作
品

が
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
何
す
る
も
の
ぞ
、
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
の
コ
ロ
ナ
を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
大
半
は
「
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
三
文
字
、
す
な
わ
ち
コ
と
ロ
と
ナ
と
の
三
文
字
を
た
だ
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
工
夫
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
ひ
ね

り
を
か
け
た
優
秀
作
品
も
多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
五
点
を
集
め
て
コ
ロ
ナ
特
集

の
特
別
賞
と
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
最
優
秀
賞
に
「　

 

」（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
）を
選
ん
だ
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
が
、「
色
」字
の
上
部
の「
ク
」

を
「
７
」
に
換
え
て
「　

 

」（
に
じ
・
な
な
い
ろ
）
と
し
た
作
品
を
も
最
優
秀
賞
に

選
ん
だ
。
作
者
は
六
歳
の
小
学
生
。
審
査
員
一
同
を
う
な
ら
せ
た
。
因
み
に
、
こ
の

入
選
者
は
、
立
命
館
小
学
校
の
生
徒
。
そ
の
こ
と
、
あ
と
か
ら
聞
い
て
、
私
も
驚
い

た
。

　

そ
の
他
の
流
行
話
題
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
野
球
界
に
お
い
て
活
躍
し
た
大

谷
翔
平
選
手
を
材
料
に
し
た
作
品
が
相
当
多
く
あ
っ
た
が
、す
べ
て
そ
の
流
行
語「
二

刀
流
」
の
変
形
に
す
ぎ
ず
、
入
賞
作
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
従
来
の
分
類
か
ら
、
社
会
人
に
対
し
て
は
六
十
歳
以
上
ク
ラ
ス
と
そ
れ
以

下
と
に
分
け
、
生
徒
・
児
童
に
対
し
て
は
、
高

校
生
・
中
学
生
・
小
学
生
と
分
類
す
る
こ
と
に

し
た
。
高
齢
者
・
小
中
学
生
の
投
稿
が
増
え
て

き
た
こ
と
に
対
応
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

日
本
の
教
育
に
お
い
て
、
物
事
に
対
し
て

〈
考
え
る
〉
訓
練
が
強
く
求
め
ら
れ
て
き
て
い

る
今
日
、
創
作
漢
字
は
、
従
来
の
略
記
第
一
と

異
な
り
、
考
え
る
訓
練
に
適
合
し
た
方
法
で
あ

る
こ
と
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
明
ら

か
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

�

（
大
阪
大
学　

名
誉
教
授
）

第
十
二
回
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト

研
究
顧
問　

加
地　

伸
行

にじ ノンアルコール
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二
〇
一
一
年
度
に
創
設
し
た
「
漢
字
教
育
士
」
資
格
認
定
制
度
も
ま
る
十
年
が
経

過
し
、
今
で
は
資
格
認
定
者
数
が
九
〇
〇
名
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
「
漢
字
教
育
士
」
と
は
、
漢
字
の
成
り
立
ち
や
文
化
的
背
景
、
現
代
の
漢
字
・
日

本
語
の
状
況
を
理
解
し
、
幅
広
い
知
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、「
教
え
る
力
」
を
身

に
つ
け
た
方
で
す
。
漢
字
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
方
が
、そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

世
の
中
に
漢
字
文
化
の
種
を
ま
き
、
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
資

格
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
の
社
会
に
お
い
て
は
、
漢
字
・
日
本
語
は
老
若
男
女
か

か
わ
ら
ず
広
く
使
わ
れ
る
媒
体
で
す
。「
漢
字
教
育
士
」
の
活
動
が
、
人
々
の
交
流

を
広
げ
、
絆
を
強
め
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
教
育
士
資
格
認
定
講
座
の
方
式
は
、
①
指
定
機
関
で
の
指
定
科
目
の
修
了
、

②
漢
字
教
育
士
資
格
認
定
ウ
ェ
ブ
講
座
の
修
了
の
二
つ
で
す
。

　

指
定
機
関
と
し
て
は
、放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
面
接
授
業
「
漢
字
学
」

が
毎
学
期
開
講
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
関
西
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
か
ら
の
聴
講

申
込
の
あ
る
人
気
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
単
位
取
得
が
「
漢
字
教
育
士
」
資
格

取
得
の
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
取
得
に
は
最
短
四
年
か
か
り
ま
す
が
、
地
道
に

単
位
を
取
得
し
て
「
漢
字
教
育
士
」
の
取
得
を
さ
れ
た
方
も
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ま
た
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
よ
り
二
年
コ
ー
ス
の

「
漢
字
学
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
現
在
第
五
期
生
・
第
六
期

生
併
せ
て
八
〇
名
の
方
が
対
面
講
座
で
学
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
二
三
名
の
方
が

試
験
に
合
格
さ
れ
、
資
格
を
得
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
講
座
は
二
〇
一
六
年
二
月
よ
り
立
命
館
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
直
営

講
座
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
的
・
空
間
的
制
限
が
な
い
の
で
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
外
在
住
の
日
本
人
・
外
国
人
の

受
講
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
（
漢
検
協

会
）
と
の
提
携
も
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
漢
検
協
会
は
漢
検
受
検
で
培
っ

た
個
人
の
漢
字
能
力
を
社
会
に
還
元
で
き
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
「
漢
検
漢
字
教
育

サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
二
〇
一
二
年
に
創
設
、「
漢
検
漢
字
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

会
員
の
中
か
ら
毎
年
選
抜
さ
れ
て
本
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
度
は

ウ
ェ
ブ
講
座
と
し
て
は
最
多
の
一
七
〇
名
余
り
が
受
講
、
三
月
を
も
っ
て
最
終
期
・

第
十
期
の
受
講
が
修
了
し
ま
す
が
、
漢
検
協
会
と
は
以
降
も
新
制
度
を
創
設
し
、
学

び
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
二
〇
二
一
年
五
月
に
は
「
漢
字
教
育
士
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
を
開
設
し
、
漢
字
教
育
士
の
制
度
や
活
動
を
紹
介
し
、
漢
字
教
育
士
間
の
情

報
共
有
や
交
流
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
教
育
士
は
二
〇
二
一
年
末
現
在
八
八
四
名
で
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
そ
し

て
海
外
五
か
国
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
名
誉
漢
字
教
育
士
二
名
（
白
川
静
博

士
と
武
田
鉄
矢
氏
）
と
特
別
認
定
者
二
一
名
、
課
程
修
了
に
よ
る
認
定
者
八
六
一
名

で
す
。
そ
の
う
ち
、
課
程
修
了
に
よ
る
認
定
者
の
内
訳
は
左
の
表
の
通
り
で
す
。

十
一
年
目
を
迎
え
た「
漢
字
教
育
士
」の
活
動

文
化
事
業
担
当　

久
保　

裕
之

20代
9％

40代
11％

30代
12％

50代
23%

25％
60代

17％
70代

80代 3%

年代別統計

地方別統計

北海道 3%
東北 4%

関東
38%

16%
中部

近畿
29％

中国 2%
四国 2%

九州・沖縄 5%
外国 1%
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（
事
務
局
）

書
籍
紹
介

佐
藤
信
弥
『
戦
争
の
中
国
古
代
史
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
一
年
）

新
石
器
時
代
か
ら
漢
の
武
帝
の
時
代
ま
で
、
主
要
な
戦
争
、
人
物
、
軍
制
、
外
交
、

世
界
観
、
兵
器
、
軍
事
思
想
な
ど
を
解
説
。
戦
争
を
通
じ
た
「
中
国
」
形
成
の
古
代

史
を
描
く
。【
目
次
】
序
章
戦
争
の
起
源
／
第
一
章
殷
王
朝　

旬
に
憂
い
亡
き
か
／

第
二
章
西
周
王
朝　

溥
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
莫
し
／
第
三
章
春
秋
時
代　
「
国

際
秩
序
」
の
形
成
／
第
四
章
戦
国
時
代　

帝
国
へ
の
道
／
第
五
章
秦
漢
王
朝　
「
中

国
」
の
形
を
求
め
て
／
終
章
「
中
国
」
の
行
く
末

佐
藤
信
弥
『
戦
乱
の
中
国
の
英
雄
た
ち
　
三
国
志
、『
キ
ン
グ
ダ
ム
』、

　
　
宮
廷
美
女
の
中
国
時
代
劇
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
、
二
〇
二
一
年
）

近
年
注
目
を
集
め
る
中
国
時
代
劇
。
歴
史
大
作
か
ら
武
侠
物
、
宮
廷
物
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
物
、
架
空
歴
史
物
、
時
代
劇
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ま
で
、
そ
の
魅
力
を
主
要
な
人

気
作
品
と
と
も
に
辿
る
。【
目
次
】
第
一
章
虚
実
の
狭
間
の
三
国
志
／
第
二
章
『
キ

ン
グ
ダ
ム
』
の
時
代
と
実
力
主
義
／
第
三
章
項
羽
と
劉
邦
の
タ
イ
ム
・
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
／
第
四
章
異
民
族
？
自
民
族
？
／
第
五
章
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
壁
に
挑
む
女
帝
武
則
天

／
第
六
章
剣
客
た
ち
の
政
治
学
／
終
章
中
国
時
代
劇
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

川
崎
佐
知
子
『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
―
近
衞
基
凞
の
家
集
―
』

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
二
〇
二
二
年
）

近
衞
基
凞
の
家
集
『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』（
陽
明
文
庫
蔵
）
は
、
基
凞
玄
孫
の
近

衞
基
前
が
、
基
凞
の
詠
草
よ
り
二
千
餘
首
を
撰
び
、
四
季
・
恋
・
雑
に
部
類
し
た
和

歌
集
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
全
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
陽
明
文
庫
に
伝
わ
る

「
基
凞
公
御
詠
草
」、『
基
凞
公
記
』な
ど
の
諸
資
料
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。
巻
末
に
、

解
題
、『
応
円
満
院
殿
御
詠
歌
』
和
歌
会
年
表
、
題
・
詞
書
索
引
、
初
句
索
引
を
付
す
。

大
形
徹
『
不
老
不
死
：
仙
人
の
誕
生
と
神
仙
術
』

（
志
学
社
二
〇
二
一
年
、
講
談
社
現
代
新
書
一
九
九
二
年
の
復
刊
）

古
代
中
国
で
は
、
死
は
終
わ
り
で
は
な
く
、
再
生
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
魂
は
生
き

続
け
た
が
、
肉
体
は
朽
ち
る
。
こ
の
肉
体
を
不
滅
に
し
た
の
が
不
老
不
死
の
仙
人
で

あ
る
。
本
書
で
は
肉
体
の
保
存
に
は
じ
ま
り
、
仙
人
の
誕
生
、
不
老
不
死
を
求
め
狂

奔
す
る
皇
帝
た
ち
、
毒
物
を
も
含
む
仙
薬
、
房
中
術
な
ど
「
気
」
の
長
寿
法
に
つ
い

て
詳
述
。
僊
の
解
釈
は
白
川
静
説
を
も
と
に
展
開
。
霊
芝
再
考
を
追
加
。
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